
「

九

条

を

 

千

代

に

八

千

代

に

 

伝

え

た

い

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―

―

戦

争

が

始

ま

れ

ば

、
人

権

も

、

福

祉

も

、

環

境

も

な

く

な

る

―

―

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◆

右

の

標

題

は

、

あ

る

新

聞

に

掲

載

さ

れ

た

「

川

柳

」

で

す

。

 

 

九

条

と

は

、

も

ち

ろ

ん

「

日

本

国

憲

法

・

第

九

条

…

戦

争

放

棄

」

の

こ

と

で

す

。

 

 
 

今

、

日

本

国

民

は

、
「

戦

争

を

し

な

い

国

」

か

ら

「

戦

争

を

す

る

国

」

へ

の

選

択

を

迫

ら

 

れ

て

い

る

中

で

、
「

君

が

代

は

、
千

代

に

八

千

代

に

」
で

は

な

く

、
「
第

九

条

を

、
千

代

に

 

八

千

代

に

」

と

、

世

界

平

和

を

心

か

ら

願

う

正

し

い

認

識

に

は

、

ホ

レ

ボ

レ

す

る

ほ

ど

で

す

。

 

 
 

本

当

に

「

国

民

を

守

る

」

の

は

、
「

君

が

代

」

で

も

「

自

衛

隊

（

軍

隊

）
」

で

も

あ

り

ま

 

せ

ん

。

か

つ

て

の

「

大

日

本

帝

国

軍

隊

」

は

、

国

民

を

守

っ

た

で

し

ょ

う

か

。

 
 

 
 

 
 

 

「

戦

艦

大

和

」

は

、

三

千

名

に

も

及

ぶ

尊

い

命

を

、

海

底

深

く

道

連

れ

に

沈

没

し

ま

し

た

。

 

「

大

日

本

帝

国

軍

隊

」

は

、

日

本

国

民

と

ア

ジ

ア

諸

国

民

の

命

を

、

何

百

万

、

何

千

万

と

奪

 

い

取

り

、

不

幸

と

悲

し

み

を

与

え

た

だ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

！

 

 
 

国

民

を

本

当

に

守

る

の

は

「

平

和

」

だ

け

で

す

。

世

界

の

人

々

と

心

か

ら

仲

良

く

し

、

敵

 

を

作

ら

な

い

こ

と

で

す

。

特

に

、

近

隣

諸

国

と

は

、

親

戚

以

上

に

仲

良

く

す

る

こ

と

で

す

。

 

こ

れ

が

、

我

が

日

本

国

「

憲

法

・

第

九

条

」

の

精

神

で

す

。

 

 

◆

「

恐

ろ

し

い

 

こ

と

を

知

ら

な

い

 

恐

ろ

し

さ

」
 

 
 

こ

れ

も

、

別

の

新

聞

に

掲

載

さ

れ

た

「

川

柳

」

で

す

。
「

恐

ろ

し

い

こ

と

」

と

は

何

で

し

 

ょ

う

か

。
茨

城

県

東

海

村

の

民

間

ウ

ラ

ン

加

工

施

設

で

起

き

た
「

臨

界

事

故

」
で

す

。「
原

 

子

力

発

電

」
な

ど

も

、
死

と

隣

り

合

わ

せ

の
「

恐

ろ

し

い

も

の

」
で

あ

る

こ

と

を

、
改

め

て

 

知

り

ま

し

た

。

 

 
 

と

同

時

に

、
「

盗

聴

法

」
も

、
「

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

法

」
も

、
「

国

歌

・

国

旗

法

」
も

、
人

 

間

か

ら

平

和

や

人

権

や

主

権

を

奪

う

「

恐

ろ

し

い

法

律

」

で

す

。

 

 
 

知

ら

な

い

う

ち

に

、

子

や

孫

が

戦

争

で

死

ん

だ

り

、

獄

に

入

れ

ら

れ

た

り

、

天

皇

の

臣

民

 

に

さ

れ

て

し

ま

う

時

代

が

、

す

ぐ

近

く

に

迫

っ

て

い

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

 

 

◆

「

こ

の

次

の

 

国

会

何

が

 

通

る

や

ら

」

…

大

増

税

か

、

憲

法

改

悪

か

、

有

事

立

法

か

？

 

 

「

世

紀

末

 

思

わ

す

政

治

 

今

防

げ

」

…

「

自

・

自

・

公

」

暴

走

国

会

を

憂

う

。

 

 

「

子

や

孫

が

 

ホ

ン

ト

に

可

愛

い

け

り

ゃ

 

今

守

れ

」

…

次

の

選

挙

で

落

と

し

て

し

ま

え

！

 

   

一

九

九

九

年

十

月

十

日

（

日

）

第

三

九

二

回

・

憲

法

を

守

る

平

和

行

進

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浜

松

市

憲

法

を

守

る

会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事

務

局

 

浜

松

市

紺

屋

町

三

〇

一

～

十

五

 


